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 １２月
  が つ

１日
ついたち

（金
きん

）に６年生
  ねんせい

は、里山
さとやま

活用
かつよう

を考える
かんが   

「森
もり

の先生
せんせい

」芝野
しばの

利夫
としお

さんをお迎え
 む か  

し、木工
もっこう

教室
きょうしつ

を行いました
おこな       

。 

 前半
ぜんはん

は、森林
しんりん

のはたらきについてお話
 はなし

を聴きました
き    

。森林
しんりん

には、①水
みず

を蓄える
たくわ   

、②二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を蓄える
たくわ   

、③木材
もくざい

を生み出す
う  だ  

、④動植物
どうしょくぶつ

のすみかとなる、⑤土
つち

を支える
さ さ   

などの働き
はたら 

があり、

私たち
わたし   

の生活
せいかつ

と切り離せない
き  は な     

大切
たいせつ

なものであることを教わりました
おそ        

。また、「木
き

」と「樹
き

」のちが

いについての話
はなし

では、「樹
き

は生きて
い   

いる自然
しぜん

にある木
き

のことで、木
き

は加工
かこう

した木材
もくざい

製品
せいひん

にも

使われる
つか      

こと」を教えて
おし    

いただきました。芝野
しばの

さんは、５０個
  こ

のいろんな形
かたち

のスプーンを子ども
こ   

たちに見せ
み  

、「曲がり方
ま    かた

や深さ
ふか  

などが違う
ち が  

のは、デザイン性
      せい

や用途
ようと

を考えて
かんが   

作った
つく    

から。同じ
おな  

スプ

ーンでも一つ
ひと  

ひとつ違う
ちが  

」と話して
はな    

くださいました。 

 お話
 はなし

の後
あと

に「マイスプーン」を作り
つ く  

ました。ある程度形
ていどかたち

に切って
き    

いただいてあるスプーンを

子ども
こ   

たちはいろんな種類
しゅるい

の紙
かみ

やすりで削りました
けず       

。つるつるに仕上げたり
し あ      

、曲がって
ま    

いるとこ

ろを生かしたり
い     

、一人一人
ひとりひとり

が出来上がり
で き あ   

を楽しみ
たの    

にしながら、夢中
むちゅう

で削って
けず    

いました。「家
いえ

に

帰ったら
か え      

早速
さっそく

使って
つか      

みよ。」と喜んで
よろこ   

いました。 

 

＊この活動
かつどう

は、伊賀
い が

の森
もり

っ子
こ

事業
じぎょう

で行い
おこな  

、材料費
ざいりょうひ

や講師料
こうしりょう

は「森
もり

の緑
みどり

の県民
けんみん

税
ぜい

」を活用
かつよう

しています。 

 

３年
ねん

アニーズ見学
けんがく

 

 12月
がつ

11日
にち

（月
げつ

）に3年生
ねんせい

は、社会科
しゃかいか

の学習
がくしゅう

の一環
いっかん

として平田
ひらた

にあるアニーズの見学
けんがく

をさせ

ていただきました。 

 その見学
けんがく

の中
なか

で、お店
  みせ

の人
ひと

から商品
しょうひん

の並べ方
なら  かた

や仕入れ
し い   

の仕方
しかた

、より多く
お お  

のお客
  きゃく

さんに来店
らいてん

し

てもらうための工夫
くふう

などについてお話
   はなし

を聴きました
き    

。アニーズでは、時間帯
じかんたい

によって来店
らいてん

する

お客
  きゃく

さんの年齢層
ねんれいそう

が違う
ちが   

ため、より商品
しょうひん

を選んで
えら     

もらいやすいように、並べ方
なら  かた

を工夫
くふう

している

と教えて
おし    

いただきました。また、背
せ

が低い
ひく  

人
ひと

や子ども
こ   

たちも手
て

が届く
とど  

ように、商品
しょうひん

を置く
お  

棚
たな

の

高さ
たか  

を低く
ひく  

していることも知りました
し    

。店内
てんない

の入り口
い  ぐ ち

には、季節感
きせつかん

が感じられる
かん       

ようにクリスマ

スの飾り
かざ  

が置いて
お   

あることを知る
し  

と、「そう言えば
い   

、前
まえ

に来た
き  

時
とき

はハロウィンやったわ。」とつぶ

そうぞの風
か ぜ
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やく子
こ

もいました。お客
  きゃく

さんの気持ち
き も  

を一番
いちばん

に考え
かんが 

、来て
き  

くれる方
かた

に満足
まんぞく

してもらおうとして

いるお店
 みせ

の人
ひと

たちの気持ち
き も  

や工夫
くふう

が分かりました
わ     

。 

 この日
ひ

は、普段
ふだん

あまり見る
み  

ことのないバックヤードにも入らせて
はい     

もらいました。バックヤード

では、魚
さかな

をパックする機械
きかい

で包装
ほうそう

をさせてもらったり、肉
にく

をミンチにする機械
きかい

を見せて
み   

もらっ

たりしました。「お店
 みせ

に並んで
なら    

いる商品
しょうひん

は、こんな風
    ふう

に作られて
つく     

いたんだ。」と子ども
こ   

たちは

大興奮
だいこうふん

でした。また、映画
えいが

やピアノの演奏会
えんそうかい

、カラオケ大会
たいかい

が行われる
おこな     

どんぐりホールも見学
けんがく

さ

せていただきました。 

 

 

４年
  ねん

あわてんぼうさんとの交流会
こうりゅうかい

  

   ―あわてんぼうさん、今
いま

までありがとうございましたー 

 これまで3年生
ねんせい

の児童
じどう

が社会
しゃかい

見学
けんがく

でお世話
お せ わ

になってきた「あわてんぼう」さんが、12月
がつ

27日
にち

で閉店
へいてん

することになることを知り
し  

、３・4年生
ねんせい

の子ども
こ   

たちから「お世話
 せ わ

になったので、自分
じぶん

た

ちから何
なに

かお返し
  か え  

をしたい。」という話
はなし

が出て
で  

きました。そこで12
  

月
がつ

14日
にち

（金
きん

）に、あわてん

ぼうさんから 10人
にん

のスタッフさんと社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

の末廣
すえひろ

さんに来て
き  

いただき、交流会
こうりゅうかい

を

行いました
おこな        

。 

 交流会
こうりゅうかい

では、これまでの感謝
かんしゃ

の気持ち
き も  

を込めて
こ   

、歌
うた

を歌ったり
うた     

、リコーダー演奏
えんそう

をしたりし

ました。また、5・6年生
    ねんせい

がメッセージを書いた
か   

色紙
しきし

をお渡し
 わ た  

しました。代表
だいひょう

の松崎
まつざき

さんからは、

「忘れられない
わす         

日
ひ

になった。これまでお弁当
べんとう

を作り続けて
つく  つづ    

きてよかった。あわてんぼうはなくな

るけど、これからも地域
ちいき

のおじちゃんおばちゃんとして、みんなを応援
おうえん

する気持
き も

ちは変わらない
か    

。」

とお言葉
 こ と ば

をいただきました。自由
じゆう

にお話
 はなし

する時間
じかん

になると、子ども
こ   

たちはあわてんぼうのみなさ

んのところへかけ寄って
よ   

行き
い  

、泣きながら
な    

「本当
ほんとう

にやめるの？」「お弁当
 べんとう

おいしかった。ありがと

う。」と伝えて
つた    

いました。 

交流会
こうりゅうかい

の後
あと

、松崎
まつざき

さんからお礼
 れい

のお手紙
 て が み

とともに、「社会
しゃかい

見学
けんがく

を欠席
けっせき

した子
こ

が、わざわざおう

ちの人
ひと

と一緒
いっしょ

にあわてんぼうへ来て
き  

くれたんです。その気持ち
き も  

が嬉しかった
うれ       

。」と教えて
おし    

いただき

ました。人
ひと

とのつながりを大事
だいじ

にされて活動
かつどう

されてきたあわてんぼうのみなさん、最後
さいご

の最後
さいご

ま

で子ども
こ    

たちを大事
だいじ

にしていただきありがとうございました。 

 


